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◆実際の手術◆ 

この手術では、術前の３次元造影 CT で動脈瘤の全長や各部分の直径など、ステントグラ

フトのサイズを選択するのに必要な計測を行い、事前に使用するデバイスのプランニングを

行う事が重要です。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

手術は全身麻酔、人工呼吸管理の状態で行います。両鼠径部に 3cm 程度の皮膚切開をお

き、左右の大腿動脈を露出します。そちらから造影および大動脈血管長測定用のカテーテル

を血管内に挿入し、X 線透視下に血管造影を行います。術中血管造影での実測値を術前 CT

計測値と照らし合わせる事で、さらに正確な治療が可能になってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 3DCT を用いた術前

プランニング 

 

動脈瘤の全長、動脈瘤の前後の

血管径や長さなどデバイスを

選択するのに必要な計測を行

います。 

図３ 術中血管造影 

 

血管造影による実測と術前計

測を照らし合わせて、留置する

ステントグラフトのサイズを

最終決定していきます。 



 

 

 



 

 



 

 


